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～ＪＲ連合東海地方協議会ならではの取り組みを実施～ 

ＪＲ連合東海地方協議会は５月 15 日および５月 17

日、ＪＲ東海ユニオンにおいて東海指令・静岡指令の

業務に従事する役員・組合員と、貨物鉄産労で乗務や

駅業務に従事する役員・組合員との意見交換会を開催

した。本意見交換会は、名古屋地区と静岡地区でそれ

ぞれ開催し、双方１回当たり 10名程度ずつが参加し、

広範な意見交換を行った。また、ＪＲ東海バスユニオ

ン・東海交通事業労組の役員・組合員も参加した。 

ＪＲ東海ユニオン名古屋地方本部および静岡地方本

部と貨物鉄産労東海地区本部とは、日頃から東海地方

協議会や愛知県協議会、静岡県協議会等でともにＪＲ

連合運動に取り組む仲間であり、業務においても東海

道線や中央線等の指令員と運転士・駅輸送担当といっ

た形で実は非常に関係が深い。しかしながらこうした

意見交換は、ＪＲ東海とＪＲ貨物の会社間の取り組み

を含めてこれまで行ったことがなく、異常時を中心に、

それぞれが置かれている状況を知り相互理解を促進す

ることで、それぞれの業務改善を図ることに繋がると

いう判断のもと、開催することとした。 

継続実施で相互理解の促進・組織拡大を 

名古屋地区には、ＪＲ連合から相良夏樹組織局長が参

加し、本意見交換会の目的と継続した取り組みの要請、

ＪＲ貨物を取り巻く情勢、特に 2024 年問題の解決に向

けたより一層の貨物鉄道の利用促進の重要性について

提起した。また両日、ＪＲ連合東海地方協議会からは丸

山知章議長と渡邉有造事務局長、貨物鉄産労からは中央

本部の辻村和裕書記長がそれぞれの組織を代表して参

加した。 

意見交換は主に貨物鉄産労側から出された質問等に対

しＪＲ東海ユニオン側が回答や見解を述べ、それに対してさらに貨物鉄産労側が意見を

述べるという形式で進められた。具体的には、例えば異常時の運転整理について貨物鉄産

労側が質問すると、ＪＲ東海ユニオン側からは列車順序の決定プロセスの説明がなされ、

そこへさらに長時間抑止の際には貨物運転士がどのような状況に置かれるか、貨物駅で

は荷主側となる通運会社からどのようなことを言われるか等の実態に係る意見が出され

る、という流れで相互に理解を深めた。 

一連の意見交換は非常に前向きなやり取りであり、ＪＲ東海ユニオン側・貨物鉄産労側

の双方で、業務上改善すべき点の気付きに繋がったと言える。これらの取り組みは、まさ

しくＪＲ連合だからこそできるものであり、引き続き継続的に実施のうえ、組合員間の相

互理解の促進を図るとともに、ＪＲ貨物における組織拡大にも繋げていく。 
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